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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、２つの研究対象地域において、住環境の持続と地域再生ビジョンというテ

ーマを設定し、市街地の実態調査と居住者への調査等から、それぞれの市街地に固有の変

化を把握した。この変化は、中心市街地の社会的位置づけが徐々に低下している実態を示

しており、都市中心部における活力という観点だけでなく、コミュニティや居住環境の持

続という観点からも、空洞化が進みつつある状況が明らかになった。 

 また、プロジェクトによる地域再生フィールドの展開可能性について、活動実態の把

握と関連主体へのヒアリング調査をもとに、地域ごとに複数の展開手法を抽出した。 

 
研究成果の概要（英文）： I studied the congenital changes of urban areas by researching the 

actual condition and having questionnaires to residents on the theme of sustainable living 

environment and revitalization. The changes of urban areas display how social role of 

central area is shrinking. The research also displays that the central area suffers from 

fewer business, less sustainable community and living environment. I also studied the 

possibility of expansion of project-based revitalization by researching the actual condition 

of activities and interviewing with related bodies, and extracted the methods. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、これまでに応募者が進めてきた
研究課題「条件不利地域における、地域特性
に応じた木造住宅密集市街地の再生手法」に
おいて浮かび上がった下記の２つの課題に
絞り込み、研究を展開させるものである。 
１）斜面市街地や多雪市街地など、住環境の
持続に関して物理的・社会的に条件不利な地
域は、当該市街地が持つ直接的な課題だけで
なく、公共投資や税源などの都市政策的位置
づけ、地域産業の多様化・活性化、市町村合
併や都市圏域に対応した地域間交流の活発
化の観点など、周辺地域を含んだ広域メカニ
ズムの中で包括的な再生が望まれる。また、
その再生に資する地域ビジョンを描出する
方法の開発が必要である。 
２）当該市街地の再生手法の確立のためには、
対象市街地の詳細な調査分析に基づく課題
や地域資源を、地図ベースで蓄積していくデ
ータベース技術の開発だけでなく、インター
フェイスとフィールド（場）の両面で、まち
づくりの多様な担い手を結集するプラット
フォームを形成するプロセスデザインの方
法論の確立が望まれる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、条件不利市街地における住環境
の持続と地域再生ビジョンというテーマに
関して、 
１）周辺地域を含んだ広域メカニズムの中で
の包括的な再生手法 
２）データベース技術の開発と合わせた、イ
ンターフェイスとフィールド（場）の両面で
まちづくりの多様な担い手を結集するプラ
ットフォームを形成するプロセスデザイン
の方法論、という二つの課題に対して、対象
市街地における物理的環境と社会的環境の
関係性の詳細な解明と、対象市街地を含む広
域における、分野毎の地域施策と地域主体の
取り組みの相互作用の分析を行い、地域再生
の多様な担い手に対応した「地域資源・課題」
管理システムの構築と、これに関連するデー
タベースの応用可能性を高めるための映
像・画像コンテンツ技術の開発、プロジェク
ト支援手法の考察等を行い、最終的に地域再
生フィールドとビジョンの確立に資する知
見を得ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
１）まず、２つの対象地域における「条件不
利」の具体的要素を整理し、対象となる「市
街地」と「広域」の範囲を確定する。 

２）次に、対象市街地における物理的環境と
社会的環境の関係性の詳細な解明のために、
それぞれの実態調査を行う。（ヒアリング調
査、各種データ・資料調査、現地での目視・
実測調査） 
 この調査の結果をもとに、両者の関係性を
分析する。 
３）上記調査の結果を踏まえ、対象市街地を
含む広域における都市政策、分野毎の地域施
策と地域主体の取り組みの調査と相互作用
の１次分析を行う。 
４）上記調査で得られたデータをもとに、地
域再生の多様な担い手に対応した「地域資源
・課題」管理データベース・システムを試作
する。合わせて、映像・画像コンテンツ技術
の開発を行う。 
年度後半には、実態調査を踏まえた１次分析
を行い、データベースの試作版を作成する。 
５）３）の分析結果と、４）で試作したデー
タベース・システムを用いて、地域のまちづ
くり主体へのヒアリング調査と、市民を対象
にした実験ワークショップを行う。 
６）５）のインタビューとワークショップで
出たアイディア・議論を起点とした地域プロ
ジェクトと、地域再生フィールドを支援する
方法に関するディスカッションを研究協力
者と行う。 
７）５）６）の結果を、２）、３）の分析結
果と照らし合わせ、地域再生フィールドとビ
ジョンの確立に関する知見を抽出する。 
 
４．研究成果 
 2008 年度は、以下の３点を中心課題とし
て研究を実施した。 
１）広島県尾道市、長野県飯山市の２つの研
究対象地域における「条件不利」の具体的要
素を整理し、対象となる「市街地」と「広域」
の範囲の確定作業を行った。 
２）ヒアリング調査、各種データ・資料調査、
現地での目視調査を通じて、対象市街地にお
ける物理的環境と社会的環境に関する実態
把握を行った。 
３）上記実態調査の結果を踏まえ、対象市街
地を含む広域における都市政策、分野毎の地
域施策と地域主体の取り組みの関係性と相
互作用の１次分析を行った。 
 2009年度は、２つの研究対象地域におけ
る分野毎の地域施策と地域主体の取り組み
の相互作用の分析を行い、地域再生の多様
な担い手に対応した「地域資源・課題」の
整理と、各地域で進められているプロジェ
クト支援手法の考察を行った。 



 

 

 これらの研究成果のポイントは以下の２
点にまとめられる。 
（1）両市街地における近年の変化の状況 
 中心市街地においては、商業や文化的集積
のような、都市中心部における活力という観
点だけでなく、コミュニティや居住環境の持
続という観点から見ても、モータリゼーショ
ンや産業構造の変化に合わせ、市民の居住地
が年々郊外や新興住宅団地に移動した影響
から、その社会的位置づけは徐々に低下し、
空洞化が著しくなってきていることが明ら
かになった。 
 このような状況の変化は、一般的には少子
高齢化や若年層・子育て世代の流出、自治体
財政の悪化等に起因するものと捉えられて
いるが、本研究の対象とする斜面市街地のよ
うに、道路や下水等の生活基盤が不十分であ
ることや、建築基準法や建物の性能規定の適
用が難しいことなどから、建物更新や改修行
為が発生しにくい場所では、既存ストックの
状態把握に基づく活用可能性とコミュニテ
ィの再構築という両面から、住環境再生への
アプローチを考えていく必要がある。また、
居住地（人の住む場所）と市街地（まちとし
ての場所）の双方から公共性を再認識する必
要がある。 
 
（2）地域再生フィールドの展開可能性 
 尾道市の斜面市街地における地域再生フ
ィールドの展開可能性に関する論点は、以下
の２点にまとめられる。 
 
１）斜面市街地の公共的位置づけの変化 
 公共政策においては、尾道の斜面市街地は
観光や景観の面で強みを持ち、都市の顔、中
心としての位置づけは依然として高く存在
するため、具体的な場所に関わる事業やプロ
ジェクトを糸口に、公共空間や住環境の価値
を高めるパートナーシップのかたちを今後
考えていく必要がある。 
 その一方で、経済活動や居住地としての斜
面市街地は公共投資の対象圏外になりつつ
ある。例えば小学校の選択に関して、斜面市
街地に立地し、その周辺を通学区域としてい
る学校の人気は高く、周辺地域のマンション
や戸建て住宅に関する居住地選択と一定の
関係を持っているが、斜面市街地はこれら世
帯の居住地として選択肢の外に出てしまっ
ている。これは、不在地主・家主の社会的責
務遂行力の低下による空き家長期化や、土地
の売買・賃貸が停滞する状況とも密接に関係
しており、不動産管理や流通の面から改善が
望まれる。 
 これらを手がかりに、２つの相反する側面
をどのようにリンクさせるかということと、
循環につながる流れを構築していくかとい
うことが課題となる。 

 
２）空き家活用を支えるシステムの社会的役
割の強化 
 １）で述べたように、小学校高学年以上の
子供を持つ世帯の居住地は、斜面市街地周辺
部の分譲マンションや戸建住宅団地に偏在
している。また、中心市街地において、若年
単身者や低年齢の子育て世帯に対する社会
的な施策はこれまであまり積極的に行われ
てこなかったという背景がある。この２つに
より、空き家活用を促進することは、偏在す
るコミュニティの修復を促すとともに、これ
らの世帯に対する住まいのセーフティ・ネッ
トとして今後機能する可能性を持っている。 
 一方、既に一定規模の流れが起きている大
学生やクリエイターの移住行動は、新たなテ
ーマコミュニティを生み、「ビレッジ化」を
進めつつある。これらの動きが展開し、既に
動きのある寺院や町内会の活動との関係を
新たに模索することで、斜面市街地特有の、
支え合いの必要な地域の社会システムを接
合し、補強する役割を持つと考えられる。 
 また、長野県飯山市における市街地と周辺
地域をつなぐ地域再生フィールドの展開可
能性について、実態分析と関連主体へのヒア
リング、ワークショップにおける意見整理か
ら、以下の４つの展開手法を抽出した。 
１）市担当部署、市民グループとの連携によ
る展開 
２）景観法によるもの、地区計画によるもの、
住民協定によるもの、任意のものなど、住環
境に関する協議、規制等への移行のイメージ
づくりへの展開 
３）新規居住者を含めた、幅広い飯山の住ま
い・ライフスタイルを紹介するプロジェクト、
広報活動への展開 
４）住まい・産業・観光、市街地と広域の関
係性をつくり出すプロジェクト研究チーム
への展開 
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